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　私の夢はカウンセラーになることです。私は勉強も運動
も少し苦手だけど、誇れることは笑顔です。お父さんに「笑
顔がいいね」と言ってもらってから、自分の『笑顔』に自
信が持てるようになりました。だから、私の笑顔で何か人
のためになる夢を持とうと思いました。
　そんなとき私は、ある CMに人の悩みを聞くカウンセ
ラーの方が出演されているのを見ました。それを見て、私
もいじめなどで悩んだり、困ったりしている人がいつでも
相談できる場所を作り、私の笑顔でその人たちの心をいや
せるようなカウンセラーになりたいと思いました。
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夢を追いかけて

木
き の し た

下 玲
れ な

奈 さん

WebTV アソ
動 画

　国指定重要無形民俗文化財
「阿蘇の農耕祭事」の一つ、田
実祭が 9 月 25 日、阿蘇神社
で行われ、流鏑馬（やぶさめ）
が奉納されました。
　田実祭は、その年の豊作に
感謝する行事で、田作祭、御
田祭に続く三大祭の一つです。
　流鏑馬奉納では、地元高校
馬術部 OB でつくる射手会９
人が、全国的にも珍しい 140
㍍の横参道を次々に疾走。的
を射るたびに、沿道の観客か
ら大きな歓声が沸きました。
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特殊詐欺が巧妙化！
詐欺の実態を知ることが、
詐欺の被害を防ぐことにつながる！

特
集

な
ぜ
減
ら
な
い
特
殊
詐
欺
！

そ
の
理
由
は
「
詐
欺
へ
の
備
え
」
が
不
十
分
だ
か
ら
。

　
４
８
９
億
円
―
。

　
こ
の
数
字
は
、
平
成
25
年
中
の
振

り
込
み
詐
欺
を
含
む
特
殊
詐
欺
の
被

害
額
で
す
。
下
記
グ
ラ
フ
は
特
集
詐

欺
の
う
ち
、
振
り
込
め
詐
欺
の
発
生

件
数
と
被
害
額
の
推
移
を
表
し
た
グ

ラ
フ
で
す
が
、
右
肩
上
が
り
に
被
害

額
は
増
加
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
26
年
上
半
期
の
被

害
額
は
約
２
６
８
億
円
、
昨
年
に
比

べ
３
割
増
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
特
殊
詐
欺
は
巧
妙
化
し
て

お
り
、
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
の
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
害
を
防
げ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
多
く
の
人
た
ち
は
「
な
ん
で
オ
レ

オ
レ
詐
欺
な
ん
て
簡
単
な
詐
欺
に

ひ
っ
か
か
る
の
だ
ろ
う
」「
自
分
は

絶
対
に
騙
さ
れ
な
い
」
と
高
を
括
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な

「
詐
欺
へ
の
備
え
」
が
で
き
て
い
な

い
人
た
ち
が
一
番
危
険
な
の
で
す
。

　
今
月
号
は
、
近
年
み
ら
れ
る
詐
欺

の
事
例
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、「
詐

欺
へ
の
備
え
＝
知
識
」
を
得
て
も
ら

い
、
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

特
集
を
お
届
け
し
ま
す
。
他
人
事
と

は
思
わ
ず
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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特 殊 詐 欺 の 現 状 と 予 防

（件）



電話を利用して息子や孫などを装い、会社でのト
ラブルや横領などの補てん金、サラ金などの借金
と偽り、現金を預金口座に振り込ませるなどの方
法により騙し取る詐欺。

　最近の傾向
警察官や銀行協会職員などを名乗り、暗証番号を
聞き出し、キャッシュカードをだまし取る手口が
多く発生。警察や銀行職員が暗証番号を聞くこと
は絶対にありません！万が一のため、キャッシュ
カードの引き出し限度額を引き下げておくことも
有効な手段です。
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￥　 特 殊 詐 欺 の 現 状 と 予 防

特殊詐欺の被害の中でも半数以上の割合を占
める「振り込め詐欺」。代表的な４つの手口と
ともに、『この言葉を聞いたら要注意！「危険
なキーワード」』を紹介します。

振り込め詐欺 ４つの手口

オレオレ詐欺 5,396件 /約171.3億円

危 険
キーワード

● 電話番号が変わった
● キャッシュカードを預かる

不特定多数の者に対し、有料サイト利用料金や訴
訟関係費用と偽り、架空の事実を口実とした料金
を請求する文書やメールなどを送り、現金を振り
込ませるなどして騙し取る詐欺。

　最近の傾向
携帯電話やパソコンに上記にあげるような不安に
させる内容のメールが届きます。電話をすると「本
日中であれば間に合う」など、丁寧な口調で説明
され、料金を請求されます。「レターパックで現
金を送れ」という指示は詐欺です。心当たりのな
い請求で心配な場合は消費生活センターなどを活
用してください。

架空請求詐欺 1,522件 /約63.4億円

危 険
キーワード

● 総合情報サイト利用料金
● 延滞金が発生

ダイレクトメール、FAX、電話などを利用して融
資を誘い、融資を申し込んできた者に対し、保証
金などを名目に現金を預金口座などに振り込ませ
るなどの方法により騙し取る詐欺。

　最近の傾向
あたかも震災により経営に被害を被った会社を救
済するかのごとく欺き、事務手数料や保証金など
の名目で現金をだまし取る手口が発生。正規の貸
金業者では、いかなる名目であっても融資を前提
に現金の振り込みを要求することはありません！

融資保証金詐欺 469件 /約7.7億円

危 険
キーワード

● 借金の一本化
● 会社の運転資金

社会保険事務所や自治体の職員などを名乗り、年
金や税金の還付金手続きがあるかのように装っ
て、ATMまで誘導して、相手方への口座へ現金
を振り込ませる詐欺。

　最近の傾向
機械の操作に不慣れな高齢者を狙った卑劣な犯
罪。「銀行の ATMは込みますのでコンビニの
ATMに行ってください」などと指示し、ATM
管理者の注意が行き届きにくい場所を指定しま
す。携帯電話をかけながらATMを操作している
高齢者を見かけたら声をかけてあげましょう。

還付金等詐欺 1,817件 /約16.9億円

危 険
キーワード

● 医療費の還付
● 税金の還付

被害者層：60歳以上が全体の９割被害者層：全年齢層に分散

被害者層：40歳以上男性が全体の５割被害者層：大半が 60歳以上

引用・参考資料：警察庁振り込め詐欺対策ホームページ



詐欺に対する
危機意識を持って行動を。
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「
自
分
は
騙
さ
れ
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
実
は
騙

さ
れ
や
す
い
ん
で
す
。」

　
こ
う
話
す
の
は
、
阿
蘇
警
察

署
生
活
安
全
課
巡
査
部
長
の
榎

田
さ
ん
。
熊
本
県
内
で
も
特
殊

詐
欺
の
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
阿
蘇
地
域
で
も
被
害
が
発

生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
阿

蘇
警
察
署
で
は
、
被
害
防
止
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
熊
本
県
警
察
全
体
で
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
『
留
守

番
電
話
作
戦
』。「
詐
欺
被
害
の

多
く
は
１
本
の
電
話
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
犯
人
は
あ
の
手
こ
の

手
で
騙
そ
う
と
し
て
き
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
自
宅
の

電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
」
と

榎
田
さ
ん
。

　
ま
た
、
年
金
支
給
日
に
は
金

融
機
関
と
連
携
し
て
、
お
客
さ

ん
に
対
し
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
、
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
う
な

熊本県阿蘇警察署
　刑事・生活安全課 生活安全係主任

巡査部長　榎田 悠介さん

ど
、
啓
発
活
動
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
今
の
時
代
、『
必
ず
儲
か
る
』

な
ん
て
言
葉
を
耳
に
し
た
ら
、

ま
ず
詐
欺
を
疑
っ
て
ほ
し
い
。

危
機
意
識
を
常
に
持
っ
て
行
動

す
る
こ
と
で
、
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と

榎
田
さ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
万
が
一
詐
欺
に

遭
っ
た
と
気
づ
い
た
ら
、
一
分

一
秒
で
も
早
く
警
察
や
家
族
に

相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

実
際
に
相
談
し
て
犯
人
に
お
金

が
わ
た
る
前
に
対
処
で
き
た
事

案
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

被
害
が
広
が
る
詐
欺
被
害
。

い
つ
自
分
の
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
の
な

か
、
一
人
一
人
が
詐
欺
に
対
す

る
知
識
と
警
戒
感
を
持
つ
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
い
え
ま

す
。

事例１ 融資保証金詐欺で
450万円被害！

　被害者が代表取締役を務める会社の
FAXに、融資案内の資料が送られてき
たので融資を申し込んだところ、融資
を実行するためには契約事務手数料、
信用預託金が必要であると言われたこ
とから、手数料等を支払えば確実に融
資を受けられると信じ込み、犯人が指
定した口座に金融機関のATM、窓口か
ら５回にわたり、現金合計４５４万円
を振り込み騙し取られた。

事例 2 出会い系サイトの罠
ポイント購入で被害！

　被害者が女性を紹介してもらうため
に携帯電話で出会い系サイトへ登録を
行ったところ、会員登録料、女性への
連絡するためのポイントを購入する必
要があると言われたことから、その話
を信じ込み、犯人が指定した口座に
ATM から 32 回にわたり、現金合計
２８４万円を振り込み騙し取られた。

※�上記事例は、熊本県内でことし 8月に
実際に発生した詐欺被害事例です。

阿蘇警察署の巡査部長に話を伺いました

振り込め詐欺相談ホットライン

☎ 096-381-2567
※阿蘇警察署（ ☎ 22-5110） でも受け付けています。



困
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
相
談
！一の宮町宮地 505 番地 1

（阿蘇市役所東側別館）
 開設日　月曜～金曜（祝祭日・年末年始除く）
 時　間　午前９時～午後４時
 電　話　22-3364
　　　（お知らせ端末）55-3364
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平
成
24
年
４
月
に
開
設
し

た
「
阿
蘇
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」。
こ
れ
ま
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
の
が
、
高
齢
者
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
。
そ
の
中
で

も
認
知
症
な
ど
の
理
由
に
よ
り

判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
は
、
全
国
で
１
万
件

を
超
え
る
な
ど
被
害
は
深
刻
で

す
。

　
内
容
は
、
健
康
食
品
の
送
り

つ
け
商
法
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
訪
問
販
売
に
よ
る
高
額

な
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
連
し
た
通
信
回
線
契
約

の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
犯
人
は
あ
ら
ゆ

￥　 特 殊 詐 欺 の 現 状 と 予 防

市
民
の
強
い
味
方
！ 

阿
蘇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

狙
わ
れ
る
高
齢
者
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
「
見
守
り
」「
気
づ
き
」。

る
手
段
で
高
齢
者
を
狙
っ
て
き

ま
す
。

　
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

家
族
や
周
囲
に
よ
る“
見
守
り
”

と
“
気
づ
き
”
で
す
。
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
問
題
点
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
事
前
に
確
認
す

る
こ
と
が
対
策
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

阿蘇市消費生活センター

○高齢者の消費者トラブルにおける問題点

トラブルなどにあっているという認
識が低く、問題が潜在化しやすい
一人暮らしの高齢者がトラブルや被
害にあいやすく、周囲に気づかれに
くい
契約した経緯や、判断能力が不十分
であったことの証明が難しい
高齢者の弱みにつけこんだ悪質業者
に狙われやすい

○高齢者を見守る家族や周囲の人へのアドバイス

❶�日頃から高齢者本人の居室・居宅
の様子、言動や態度に変化や不審
な点がないか気をつける

❷�少しでも変化に気づいたら高齢者
本人に声をかけ、経緯などを確認
する

❸�トラブルや被害にあっているとわ
かったら、すぐに消費生活セン
ターに相談する

１． 見守りから相談までの流れ

❶�地域の見守り活動や、成年後見制
度の利用を検討する

❷�通話録音装置などの新しい「防犯
アイテム」を利用する

２． トラブルを防止するための日頃の備え

デ
ー
タ

平
成
25
年
度 

相
談
者
年
齢
別
割
合

20 歳代（5.5%）

30 歳代
（11.3%）

40 歳代
（17.7%）

50 歳代
（23.5%）

60 歳代
（16.2%）

70 歳代
（18.1%）

80 歳代（6.6%）

90 歳代（1.1%）

消費生活見守りネットワーク推進員

市では、各地域の民生・児童委員が地域の見守り活動を行っています。また、消費生
活センターへのつなぎ役も担っていただいていますので、お気軽にご相談ください。



農地の貸し借りをお手伝い
農 地 中 間 管 理 事 業
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安
心

確
実

　担い手農家への農地集積、新規就農者の定着などを図るため、農地中間管理事業が
スタートしました。熊本県では、熊本県農業公社が「農地中間管理機構」として業務
を行います。中間管理機構が農地の中間的受け皿となることで、貸し借りがスムーズ
になるよう調整を行います。
　また、中間管理事業を利用して農地を貸した地域や農家の方には、協力金が交付さ
れます。
　※交付を受けるには一定の条件があります。

問 い 合 わ せ

●市役所 農政課　　　　☎２２－３２７４

●阿蘇市農業委員会　　 ☎２２－３２５４

●ＪＡ阿蘇 営農企画課　☎２２－６１１５

●熊本県農業公社　　　 ☎ 096-213-1234
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農 地 中 間 管 理 事 業

協力金の概要 ※�協力金の詳しい内容は市役所農政課（☎ 22-3274）まで
お問い合わせください。

が

を

を
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来年 4 月から
「子ども・子育て支援新制度」

が始まります！

　
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
平
成
24
年
８
月
に
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
も
と

に
、
全
て
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、
市

町
村
が
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
新
制
度
に
お
い
て
変
更
の
あ
る
幼
稚

園
や
保
育
園
な
ど
の
利
用
手
続
き
に
つ
い
て
、
よ
く

あ
る
質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。
　

利
用
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
と

ど
う
変
わ
る
の
？

　
利
用
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
時
期
や
流
れ

が
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
申
請
に
よ
り
３
つ
の
区
分
に
よ
る
教
育
・

保
育
を
受
け
る
た
め
の
「
支
給
認
定
」
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

教
育
・
保
育
を
受
け
る
た
め

の
「
支
給
認
定
」
と
は
？

　「
支
給
認
定
」
に
は
１
～
３
号
認
定
が
あ
り
、

お
子
さ
ん
の
年
齢
や
保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
市
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

認
定
区
分
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
施
設
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。

支給認定区分 対象となる子ども 利用できる主な施設・事業

１号認定 満３歳以上で、幼児教育を希
望する場合 幼稚園、認定こども園

2号認定
満３歳以上で、「保育の必要な
事由」に該当し、保育園等で
の保育を希望する場合

保育園、認定こども園

3号認定
満 3歳未満で、「保育の必要な
事由」に該当し、保育園等で
の保育を希望する場合

保育園、認定こども園、
地域型保育

※�「保育の必要な事由」・・・就労、妊娠・出産、保護者の疾病・障害、同居ま
たは長期入院等している親族の介護・看護、災害復旧、求職活動、就学、虐
待やDVのおそれがあること。育児休業取得中に、すでに保育を利用してい
る子どもがいて継続利用が必要であること。その他市が認める場合。
※ �2 号・3号認定は、保護者の就労形態などにより、２つの利用区分に分けら
れます。
①「保育標準時間」利用：フルタイムを想定した利用時間（最長１１時間）
②「保育短時間」利用：パートタイム就労を想定した利用時間（最長８時間）
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来
年
４
月
か
ら
新
た
に
幼
稚
園

や
保
育
園
な
ど
を
利
用
す
る
に

は
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
？

　
利
用
手
続
き
の
流
れ
は
、
利
用
す
る
施
設
や

支
給
認
定
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

幼
稚
園
等
を
利
用
希
望
の
場
合

（
１
号
認
定
）

①�

希
望
す
る
園
に
直
接
利
用
申
し
込
み
を
す
る

　
　
　
↓

②
入
園
の
内
定
を
受
け
る

　
　
　
↓

③
園
を
通
じ
て
支
給
認
定
を
申
請
す
る

　
　
　
↓

④
園
を
通
じ
て
市
か
ら
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る

　
　
　
↓

⑤
入
園
手
続
き

保
育
園
等
を
利
用
希
望
の
場
合

（
２
号
認
定
、
３
号
認
定
）

①�

市
に
支
給
認
定
を
申
請
す
る
（
③
と
同
時
受
付
予
定
）

　
　
　
↓

②
市
か
ら
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る

　
　
　
↓

③
園
の
利
用
希
望
の
申
し
込
み
を
す
る

　
　
　
↓

④
利
用
希
望
、
園
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
利
用
調
整

　
　
　
↓

⑤
入
園
手
続
き

す
で
に
通
園
中
の
場
合
、

必
要
な
手
続
き
は
？

　
す
で
に
通
園
中
の
場
合
も
、
利
用
の
た
め
の

支
給
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
の
方
法
は
、
制
度
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
各
園

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
育
料
は
ど
う
な
る
の
？

　
新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど

の
利
用
に
か
か
る
保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
に

応
じ
た
支
払
い
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
現
行
の
負
担
水
準
や
保
護
者
の
所
得
に
応
じ

て
、
国
が
定
め
る
基
準
を
上
限
と
し
て
、
市
が

定
め
ま
す
。
具
体
的
な
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●�来年４月に入園を希望する人の利用手続きなどについては、「広報あそ11月
号」で詳しくお知らせします。制度については、内閣府子ども・子育て支援
新制度施行準備室ウェブサイトでもご覧になれます。（http://www8.cao.
go.jp/shoushi/shinseido/）

●�市内の幼稚園には、認定こども園への移行を予定している園があります。詳
しくは直接、各幼稚園にお問い合わせください。

問い合わせ

市役所�福祉課　☎２２－３１６７

子 ど も・ 子 育 て 支 援 新 制 度

子 ど も・ 子 育 て 支 援 新 制 度

おし
らせ



１
歳
～
５
歳
未
満
対
象

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
の

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
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各
種
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

妊
娠
・
出
産
を
希
望
す
る
方
へ

風
し
ん
抗
体
検
査
・
風
し
ん
予
防

接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
年
、
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊
娠
期
間
の
前

半
（
20
週
頃
ま
で
）
に
妊
婦
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障

が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ
の
た
め
、
出
産
を
考
え

て
い
る
女
性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
の
予
防
が
大

切
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
血
液
検
査
で
、
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗

体
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
検
査
を
希
望
す
る
方
は
お
早
め
に
検
査

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
免
疫
（
抗
体
）
の
低

か
っ
た
方
に
は
、
市
が
風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

[

抗
体
検
査]

●
対
象
者

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
同

居
者
。

②�

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
法
16
倍
以
下
、

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
８・
０
未
満
）
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
。

※�

た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方
、
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

●
実
施
時
期

　
平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
（
今
年
度
の
み
で
す
）

●
費
用　
無
料

●
申
込
先　

▼
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
‐
５
０
８
８
）

▼
阿
蘇
保
健
所
（
☎
３
２
‐
０
５
３
５
）

　[

予
防
接
種]

●
対
象
者

①�

今
回
の
県
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検
査
で
Ｈ
Ｉ

法
16
倍
以
下
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
８・
０
未
満
の
方
、
及

び
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
（
検
査
結
果
の
添

付
が
必
要
で
す
）

②�

過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
で
、Ｈ
Ｉ
法
16
倍
以
下
、

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
８・
０
未
満
の
方
の
う
ち
妊
娠
を
希
望

す
る
方
及
び
そ
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
（
母
子

手
帳
・
検
査
結
果
等
の
添
付
が
必
要
で
す
）

●
実
施
時
期

　
平
成
27
年
３
月
７
日
ま
で
（
今
年
度
の
み
で
す
）

●
費
用　
無
料

●
実
施
医
療
機
関　

　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
４
‐
０
３
１
１
）

●
申
込
先

　
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
‐
５
０
８
８
）

　

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
は
、
主
に
空

気
感
染
し
、
感
染
後
10
日
～
20
日
で
発
疹

（
最
初
は
紅
丘
疹
で
そ
の
後
水
泡
と
な
る
）

と
軽
度
の
発
熱
を
伴
い
、
強
い
感
染
力
を

持
ち
、
主
に
９
歳
以
下
で
か
か
り
や
す
い

病
気
で
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
通
知
を

ご
覧
の
う
え
、
事
前
に
左
記
医
療
機
関
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
水
痘
に
罹

患
し
た
人
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。）

●
実
施
医
療
機
関

▼
松
見
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
２
２
‐
０
２
６
０

▼
た
く
も
と
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
３
４
‐
２
２
０
２

▼
小
野
主
生
医
院　

☎
３
２
‐
０
０
３
９

▼
阿
蘇
温
泉
病
院　

☎
３
２
‐
０
８
８
１

▼
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
３
４
‐
０
３
１
１

昨
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65
歳
以
上
の
方
へ

成
人
用
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　
炎
球
菌
は
、
肺
炎

を
お
こ
す
原
因
菌

で
、
免
疫
力
が
低
下
し

た
高
齢
者
が
か
か
り
や

す
い
病
気
で
す
。
症
状

は
、
咳
、
発
熱
、
た
ん
、

等
の
風
邪
の
症
状
に
似

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

慢
性
気
道
感
染
症
、
中
耳
炎
、
敗
血
症
、
髄
膜
炎
な

ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
症
状
が
重
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
対
象
者
に
対
し
自
己
負
担
額
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

①�

本
年
度
に
次
の
年
齢
に
な
る
人　
65
歳
・
70
歳
・
75

歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
以
上

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
の
障
害
が
あ
る
方

※�

�65
歳
以
上
の
方
は
、
１
回
限
り
の
接
種
と
な
り
ま

す
の
で
、
10
月
１
日
以
前
に
接
種
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
、
接
種
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

上
記
年
齢
以
外
の
方
は
、
次
年
度
以
降
、
順
次
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
接
種
期
間

　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

●
接
種
回
数
・
費
用

　
１
回
・
自
己
負
担
額
：
２
０
０
０
円

　
（
市
の
助
成
額
：
６
０
５
０
円
）

●
そ
の
他

▼
問
診
票
は
実
施
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

▼�

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
実
施
医
療
機

関
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼�

左
記
の
医
療
機
関
以
外
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
‐

５
０
８
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●成人用肺炎球菌の予防接種実施医療機関

阿蘇やまなみ病院 ☎ 22-0525

一の宮整形外科 ☎ 22-3911

松見内科クリニック ☎ 22-0260

大阿蘇病院 ☎ 22-2111

問端内科 ☎ 32-0102

小野主生医院 ☎ 32-0039

阿蘇温泉病院 ☎ 32-0881

古閑医院 ☎ 22-3000

市原胃腸科外科 ☎ 34-1211

脇胃腸科 ☎ 32-2500

家入整形外科 ☎ 32-0048

さかなしハートクリニック ☎ 24-6262

栗林内科医院 ☎ 24-1024

阿蘇医療センター ☎ 34-0311

波野診療所 ☎ 24-2203

上村医院 ☎ 0967-35-0336

阿蘇立野病院 ☎ 0967-68-0111

　

水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）
は
、
主
に
空

気
感
染
し
、
感
染
後
10
日
～
20
日
で
発
疹

（
最
初
は
紅
丘
疹
で
そ
の
後
水
泡
と
な
る
）

と
軽
度
の
発
熱
を
伴
い
、
強
い
感
染
力
を

持
ち
、
主
に
９
歳
以
下
で
か
か
り
や
す
い

病
気
で
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
通
知
を

ご
覧
の
う
え
、
事
前
に
左
記
医
療
機
関
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
水
痘
に
罹

患
し
た
人
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。）

●
実
施
医
療
機
関

▼
松
見
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
２
２
‐
０
２
６
０

▼
た
く
も
と
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
３
４
‐
２
２
０
２

▼
小
野
主
生
医
院　

☎
３
２
‐
０
０
３
９

▼
阿
蘇
温
泉
病
院　

☎
３
２
‐
０
８
８
１

▼
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
３
４
‐
０
３
１
１

各
種
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

問 一の宮保健センター　☎２２－５０８８

肺



　
カ
ナ
ダ
東
部
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン

ソ
ン
市
で
９
月
19
日
か
ら
開
か
れ

た
第
６
回
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

で
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
認

定
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
世
界
加
盟
へ
の
申
請
は
平
成
22

年
、
24
年
に
続
き
３
回
目
の
挑
戦

と
な
り
、
念
願
の
世
界
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
９
月
23
日
早
朝
、
阿
蘇
火
山
博

物
館
内
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
阿
蘇
と
カ
ナ
ダ
を
結
ぶ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
行
わ
れ
、
集
ま

っ
た
関
係
者
約
１
５
０
人
が
発
表

の
瞬
間
を
見
守
り
ま
し
た
。
そ
し

142014.10 広報あそ 

阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース

3 回目の挑戦で世界つかむ！
阿 蘇 地 域 が 世 界 ジ オ パ ー ク に 認 定

て
、
阿
蘇
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と

一
同
は
歓
喜
に
沸
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
道
の
駅
阿
蘇
で

は
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

く
す
玉
が
割
ら
れ
る
と
、
関
係
者

や
訪
れ
た
観
光
客
ら
が
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
ジ
オ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
協
会

の
中
島
元
比
古
会
長
は
、
外
国
人

観
光
客
の
増
加
を
見
据
え
「
ジ
オ

ガ
イ
ド
の
語
学
習
得
や
ジ
オ
ツ
ア

ー
の
充
実
を
図
り
、
阿
蘇
に
住
む

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
語
り
ま

し
た
。

祝

阿蘇火山博物館で、世界認定を喜ぶ町村長や関係者

阿 蘇ジオパーク……阿蘇地域の市町村、関係
団体で組織するジオパーク推進協議会を平
成 21年５月に設立。同年１０月に日本ジ
オパークネットワークに加盟認定され、昨
年９月、３回目の申請で国内候補地に選定
された。ことし８月に専門員による現地審
査が行われ世界認定となった。

道の駅阿蘇で行われた記念セレモニーのようす

（写真提供：阿蘇火山博物館）

ス
ポ
ー
ツ
大
会
受
賞
者
紹
介

●
テ
コ
ン
ド
ー
国
際
大
会

　
（
マ
レ
ー
シ
ア
、
９
月
５
日
～
）

　
優
勝　
森
永
修
斗(

一
の
宮
中
２
年
）

●
第
25
回
全
九
州
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

　
（
宮
崎
県
、
８
月
24
日
～
）

　

�

優　
勝　

�

本
田
琴
子(

阿
蘇
中
央
高
３
年
）、

米
田
優
（
一
の
宮
中
２
年
）

　

�

準
優
勝　

�

井
島
亜
紀
（
宮
地
小
６
年
）、

田
北
夢
人
（
同
１
年
）

　

�

第
３
位　

�

田
北
歩
夢
（
同
６
年
）、
田
北

夢
乃
（
同
３
年
）、
井
島
健
汰

（
同
４
年
）

WebTV アソ
動 画

※
敬
称
略
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災害時の物資等を最優先に運搬
市 と ㈳ 熊 本 県 ト ラ ッ ク 協 会 が 協 定 結 ぶ

　
市
を
含
む
阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
は
、
公
益
社
団

法
人
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
岩
下
哲
三
会
長
）

と
の
間
に
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物
資
等
の
緊

急
輸
送
に
係
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
自
治
体
か
ら
の
災
害
応
急
対
策

に
必
要
な
物
資
の
輸
送
要
請
に
対
し
、
同
会
会
員

の
企
業
が
最
優
先
で
物
資
を
運
ぶ
と
い
う
も
の

で
、緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
８
月
25
日
に
阿
蘇
地
域
振
興
局
内
で
行
わ
れ
た

調
印
式
で
、
岩
下
会
長
は
「
今
後
も
地
域
の
た
め

に
輸
送
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

協定の調印式のようす

災害時に無料で飲料等を提供
阿蘇医療センターと自販機会社が協力協定締結

　
「
災
害
時
に
お
け
る
提
供
協
力
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
８
月
29

日
、
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ

れ
、
同
セ
ン
タ
ー
（
甲
斐
豊
院
長
）

と
株
式
会
社
ア
ペ
ッ
ク
ス
（
加
藤
徹

郎
代
表
取
締
役
）
が
署
名
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
30
日
間
ま
た
は

１
万
杯
の
飲
料
を
無
料
提
供
す
る
も

の
で
、水
や
お
湯
も
提
供
で
き
ま
す
。

　
締
結
式
で
甲
斐
院
長
は
「
当
院
は

震
度
７
に
耐
え
る
免
震
構
造
で
災
害

時
は
拠
点
施
設
と
な
る
中
、
こ
う
し

た
被
災
者
避
難
者
へ
の
支
援
は
大
変

う
れ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
災
害
対
応
型
カ
ッ
プ
自
販
機
」

は
、
１
階
の
自
販
機
コ
ナ
ー
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た

「
災
害
対
応
型
カ
ッ
プ
自
販
機
」

● Honda

エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
１
４
第
30
回
九
州
大
会

● 

第
18
回
ス
ー
パ
ー
マ
イ
レ
ッ
ジ
カ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
広
島　

　
（
大
津
町
・
広
島
県
、
８
月
）

　
優
勝　
翔
陽
高
校

　

�

佐
藤�

仁
（
阿
蘇
中

出
身
）、
松
田
元

気(

一
の
宮
中
出

身
）、
内
原
遊
人

（
〃
）

●
第
49
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

（
柔
道
競
技
）　
（
愛
媛
県
、
８
月
30
日
）

　
第
３
位　
嶋
田
稔
也（
旧
阿
蘇
北
中
出
身
）

●
第
９
回
西
日
本
新
聞
社
Ｕ
‐
11
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
（
福
岡
県
、
８
月
24
日
）

　
優
勝　
阿
蘇
Ｊ
Ｓ
Ｃ
マ
グ
ラ
ー
ズ

WebTV アソ
動 画



借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時４５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい
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まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

半世紀 積み重ねた " 絆 "
第 56 回熊日金婚夫婦表彰・阿蘇市金婚式

　
結
婚
50
年
を
祝
う
第
56
回
熊
日
金

婚
夫
婦
表
彰
及
び
阿
蘇
市
金
婚
式
が

９
月
３
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

�

こ
と
し
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
は

昭
和
39
年
に
結
婚
し
た
89
組
で
、
67

組
が
式
典
に
出
席
。
佐
藤
市
長
が
一

組
ず
つ
表
彰
状
を
手
渡
し
、
半
世
紀

に
わ
た
り
家
族
と
地
域
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
ご
夫
婦
に
敬
意
を
表
し
ま
し

た
。
終
わ
り
に
児
玉
勝
・
ト
ミ
子
夫

妻
（
桜
町
）
が
、
代
表
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
昭
和
39
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
、
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
が
普
及
す
る
な
ど
好
景
気
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
蘇
で
は

「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
が
開
通

し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

氏名 行政区 氏名 行政区 氏名 行政区
津田　輝・貴和子 ( 町 2 区 ) 中嶋重次・アサ子  ( 内牧 1 区 ) 村上未・キミ子 ( 西町 )
古閑朝見・キヨ子 ( 北 2 区 ) 髙木良助・ツヤ子 ( 内牧 2 区 ) 村上敬郎・ユミ子  ( 西町 )
坂梨勝・シヅ子 ( 北 2 区 ) 坂本信幸・惠美子  ( 内牧 2 区 ) 山内常雄・レイ子  ( 西町 )
齊藤金郎・孝子  ( 北 2 区 ) 青井孝雄・和子  ( 内牧 5 区 ) 中山章・錦 ( 竹原 )
岩下日東男・正子 ( 東 1 区 ) 筑紫蘇助・百合子 ( 内牧 5 区 ) 末川房佳・サヨ子 ( 藏原 )
山口袈敏・春子  ( 東 2 区 ) 日田三二 ・佳千代 ( 内牧 5 区 ) 工藤昭敏 ・文子 ( 東黒川 )
奥村三男 ・ミチ子 ( 西 3 区 ) 大村耕則・タミ子 ( 内牧 5 区 ) 嶋田孝雄・トヨ子  ( 坊中 )
坂梨豊・エツ子  ( 西 3 区 ) 洞田貫逸雄・武子 ( 成川 ) 松野正美・サユ子 ( 南黒川 )
小林一巳・明美   ( 古神 1 区 ) 山内光男・雅 ( 成川 ) 中島文男・テル子  ( 北黒川 )
石田武稔 ・ヱイ子  ( 古神 1 区 ) 石松信也・忠子   ( 成川 ) 中村律・ヨウ子 ( 上西黒川 )
杉本昭一・留美子  ( 古神 2 区 ) 大倉治雄・照子 ( 小里 ) 石本清・勝代 ( 下西黒川 )
今村國男・知津子  ( 古神 2 区 ) 髙宮今朝信・サワ子 ( 湯浦 ) 冨田　夫・トチ子  ( 乙姫 )
平井信博・節子 ( 古神 3 区 ) 井野輝男・澄代 ( 湯浦 ) 立山惟史・袈代 ( 乙姫 )
小松丈夫・サチ子  ( 分 2 区 ) 下城信行・和子 ( 西湯浦 ) 上島茂 ・スミ子 ( 永草 )
山部拓夫 ・勝代  ( 塩塚 ) 荒木義美・シゲミ ( 西湯浦 ) 郷良博・眞弓 ( 永草 )
石田兼助・セイ子   ( 上町 ) 下田義啓・ミエ ( 西湯浦 ) 藤田厚雄・シズヲ ( 永草 )
江藤厚・礼子 ( 上町 ) 阿部袈裟治・美代子 ( 西小園 ) 村上盛光・金子 ( 枳 )
齊藤幸一・タミ子   ( 東仲町 ) 小山敏行・ツタ子 ( 宇土 ) 吉田一範・ミチ子 ( 枳 )
齊藤森満・サチヨ ( 西仲町 ) 森健一・スガ子  ( 宇土 ) 工藤幸次 ・松子 ( 枳 )
笹原英文・美智子 ( 西仲町 ) 中西敬明・ヤス子  ( 山田 ) 坂田英治・芳江  ( 赤水 )
児玉勝・トミ子  ( 桜町 ) 宮﨑達男・久仁子 ( 小倉 ) 辛島治二郎・霧子 ( 狩尾 1 区 )
小倉義臣・ナチ子  ( 桜町 ) 後藤髙治・歌子 ( 小倉 ) 村森時博・サワ子 ( 狩尾 1 区 )
井野勝人 ・近子 ( 古城 2 区 ) 島田利明・秀子 ( 黒流町 ) 中川敬士・ミヨ子 ( 狩尾 2 区 )
古閑兼敏・政子  ( 古城 3 の 2 区 ) 岩永常信・チエ子 ( 黒流町 ) 山内滿男 ・惠子 ( 狩尾 3 区 )
髙城重德・孝子  ( 古城 4 区 ) 猪島一明・ソヨ子  ( 今町 ) 中村佐文・ミエ子 ( 跡ヶ瀬 )
武田賢次・イチヨ ( 古城 5 の 2 区 ) 坂梨哲朗・千代子   ( 今町 ) 家入德幸・チエ子 ( 的石 )
小園幹生・素子 ( 下井手 ) 小野祐雄・綺子 ( 小野田町 ) 白石登・律子 ( 赤仁田 )
井上哲朗・フサ子 ( 西井手 ) 中村末春・ミツヨ ( 道尻 ) 飛田祖久美・キヨ子 ( 赤仁田 )
池田源喜・ヨソ子   ( 上西河原 ) 中嶋忠市・二六子  ( 上役犬原 ) 岩瀬國興・ヨカ ( 横堀 )
大塚秀雄・英子 ( 内牧 1 区 ) 村上昭義・純子  ( 西町 ) ※行政区順、敬称略

（敬称略）

代
表
謝
辞
を
述
べ
る
児
玉
夫
妻

広
告

WebTV アソ
動 画



17 広報あそ 2014.10

1,339 人が阿蘇路を楽しむ
第 ４ 回 大 阿 蘇 元 気 ウ オ ー ク ２ ０ １ ４

　
第
４
回
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ

ー
ク
２
０
１
４
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
く
じ
助
成
事
業
）
が
９

月
６
日
・
７
日
、
阿
蘇
神
社

東
側
中
央
駐
車
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ
、
両

日
合
わ
せ
て
延
べ
１
３
３
９

人
が
参
加
し
、
初
秋
の
阿
蘇

路
を
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
内
牧
ま
で
を

歩
く
コ
ー
ス
や
阿
蘇
の
歴
史

文
化
に
触
れ
る
国
造
神
社
・

古
墳
群
コ
ー
ス
な
ど
１・
５

㌔
か
ら
20
㌔
ま
で
の
７
コ
ー

ス
を
設
定
。
ま
た
、
新
た
な

試
み
と
し
て
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
と
一
緒
に
写
真
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
散
策
す

る
「
街
角
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー

ク
」も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
日
に
は
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
女
子
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
柴
田
亜
衣

選
手
が
参
加
。「
散
策
中

に
提
供
さ
れ
た
キ
ュ
ウ
リ

が
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
。
気
分
が
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
ま
し
た
」
と
、
満

足
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

City Topics ま ち の 話 題

　
牛
馬
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
８
月
30
日
、

み
ん
な
の
森
で
モ
ー
モ
ー
フ
ェ

ス
タ
＆
第
68
回
阿
蘇
地
域
畜
産

共
進
会
が
開
か
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
い
ま
し
た
。

　
恒
例
の
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大

会
に
は
、
１
５
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
子
馬
や

子
牛
を
前
に
、
思
い
思
い
に
ス

ケ
ッ
チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
会
場
で
行
わ
れ
た
畜
産
共

進
会
で
は
、
丹
精
込
め
て
育
て

た
１
３
５
頭
の
牛
馬
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
）

阿蘇の牛馬と触れ合おう！
モ ー モ ー フ ェ ス タ & 畜 産 共 進 会

ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

【
名
誉
賞
首
席
一
覧
】（
敬
称
略
）

●
乳
用
種
未
経
産
牛
の
部　
古
閑
与
志
一

●
同
経
産
牛
の
部　
㈲
阿
部
牧
場

●
褐
毛
子
牛
の
部　
中
川
順
一

●
同　
育
成
１
部　
赤
尾
信
一

●
同　
育
成
２
部　
古
澤
安
則

●
同　
登
録
の
部　
坂
口
靜
義

●
黒
毛
子
牛
の
部　
家
入
春
喜

●
同　
育
成
１
部　
渡
辺
和
広

●
同　
育
成
２
部　
松
村
真
由
美

●
同　
登
録
の
部　
井
手
明
廣

●
肉
牛
の
部　
　
　
塚
本
恭
弘

●
種
馬
子
馬
の
部　
竹
原
栄
二

●
同
育
成
馬
の
部　
江
藤
正
士

●
同　
成
馬
の
部　
笹
原
憲
治

田んぼ道を歩く柴田選手（右）

会場をスタートする参加者

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画
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８
月
２
日
か
ら
神
奈
川

県
小
田
原
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
剣
道
個
人
競
技
で
、
阿

蘇
中
央
高
校
の
渡
邊
サ
チ

さ
ん
（
３
年
）
が
見
事
優

勝
し
、
８
月
27
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
佐
藤
市
長
に

優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

中
央
高
校
と
し
て
は
個
人

競
技
２
連
覇
。

　
１
回
戦
で
強
豪
に
勝
利

し
、
順
当
に
勝
ち
上
が
っ

インターハイで日本一
剣道女子個人 渡邉サチさん（阿蘇中央高）

た
渡
邊
さ
ん
。「
決
勝
で

は
安
心
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
豊
田
監
督
が

決
勝
で
の
対
戦
を
振
り
返

り
、
渡
邉
さ
ん
は
「
自
分

の
試
合
が
で
き
た
こ
と
が

優
勝
に
つ
な
が
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。

　
渡
邊
さ
ん
は
10
月
に
行

わ
れ
る
国
民
体
育
大
会
の

団
体
戦
で
の
出
場
が
決
ま

っ
て
お
り
、
更
な
る
快
進

撃
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
市
長
（
左
）
に
優
勝
を
報
告
し
た
渡
邉
さ
ん
（
右
）

子どもの安全願って
阿蘇ﾗｲｵﾝｽｸﾗﾌﾞ横断旗寄贈

　
阿
蘇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
菅
敏

德
会
長
）
は
８
月
26
日
、
子
ど
も
た

ち
の
通
学
時
に
利
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
通
常
よ
り
も
大
き
い
サ
イ
ズ
の

横
断
幕
（
縦
60
㌢
横
90
㌢
）
計
30
本

を
阿
蘇
中
校
区
の
小
中
学
校
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
車
の
通
行
が
多
い
交
差
点
で
、
よ

り
大
き
い
横
断
幕
で
、
注
意
を
促
そ

う
と
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
「
大
き
い

横
断
幕
が
子
ど
も
の
安
心
安
全
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
語
り
、
市
役
所
教
育

長
室
で
、
各
学
校
長
に
横
断
幕
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
地
区
交
通
安
全
協
会
（
岩
下

哲
三
会
長
）
主
催
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
８
月
23
日
、
一
の
宮
中

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
各
支
部
か

ら
65
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
が
、
交
通
事
故
防
止
啓
発

の
一
環
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
ほ

か
に
、
交
通
安
全
に
関
す
る
標
語
作

成
や
ク
イ
ズ
大
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

交通事故防止を啓発
交通安全協会ミニバレー大会



“学び”の深秋！「いろはの い 」経営支援セミナー

＜午前の部＞10：00－12：00　◇資料代1,000円
　（１）「やさしい記帳入門」

記帳～決算書の見方までポイント解説！
＜午後の部＞13：30－16：00　◇資料代1,000円
　（２）「地域のために何ができるか」

創業百年の伝統と新たな挑戦！　講師：いまきん　今村聡氏
　（３）「改正・相続税法あれこれ」

えっ？来年からわたしにも相続税が？！

■開催日 ： 2014年11月13日（木）
■会　場 ： 農村環境改善センター（農事研修室）

主催：山内ユリ子税理士事務所
※事前予約が必要です ☎32-0703
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広
告

地域の伝統行事 後世に
内牧小児童地域体験活動

　
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
良

さ
を
体
感
し
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
よ

う
と
９
月
６
日
、
内
牧
小
全
校
児
童
が
各
地
区

に
分
か
れ
地
域
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
折
戸
地
区
で
は
、地
元
で
続
く
伝
統
芸
能「
折

戸
虎
舞
」
を
継
承
し
よ
う
と
、
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
虎
舞
の
成
り
立
ち
や
振
付
を
熱
心
に

指
導
。
子
ど
も
た
ち
は
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ

て
楽
し
み
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
以
来
、
活
動
を
休
止
し

て
い
た
折
戸
虎
舞
保
存
会
の
山
本
平
八
郎
会
長

は
、「
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
地
域
を
巻
き
込

み
虎
舞
の
継
承
者
を
育
て
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

地域住民が子どもたちに指導するようす

日本伝統の茶会と音楽で秋の夕べ
阿蘇観月茶会
　
市
文
化
協
会
員
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

主
催
の
「
阿
蘇
観
月
茶
会
」
が
９
月
６
日
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
で
18
回
目
の
伝
統
あ
る
茶
会
と
し
て

知
ら
れ
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
宿
泊
者
に
も
来
て

い
た
だ
く
な
ど
、
内
牧
温
泉
街
の
秋
の
風
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
和
室
に
設
け
ら
れ
た
お
茶
席
は
、
本
格
的
に

点
て
ら
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
人
た

ち
で
賑
わ
い
、『
Ｍ
Ｓ
Ｋ
Ｙ
ギ
タ
ー
四
重
奏
団
』

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
写
真
や
生
け
花
な

ど
の
演
出
が
ギ
タ
ー
の
響
き
を
一
層
引
き
立

て
、
観
客
に
印
象
的
な
夜
を
贈
り
ま
し
た
。

WebTV アソ
動 画



阿蘇市テコンドー協会
（一般社団法人熊本県テコンドー協会加盟）

練習生募集

阿蘇の地で活動を始めて今年で 30年。
平成 26 年 9 月 1 日付で一般社団法人
へと移行した熊本県テコンドー協会傘
下団体として新たな歴史を作ります。
これからも皆様のご支援よろしくお願
い致します。

〔幼児～一般〕
阿蘇道場　　・礼儀作法　・ダイエット
一の宮道場　・体力向上　・護身術として

一般社団法人 熊本県テコンドー協会（熊本県体育協会加盟）
　　　　　　 阿蘇市テコンドー協会（阿蘇市体育協会加盟）

問い合わせ先
  TEL&FAX
　津田　２２‐１４３２

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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熊
本
大
学
文
学
部
考
古
学

研
究
室
が
８
月
18
日
か
ら
９

月
12
日
に
か
け
て
山
田
・
小

倉
地
区
に
ま
た
が
る
平
原
古

墳
群
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
昨
年
実
施
し
た
６
号
墳
の

発
掘
調
査
に
加
え
、
新
た
に

２・
３
号
墳
の
測
量
調
査
が

行
わ
れ
、
同
大
学
文
学
部
の

杉
井
健
准
教
授
を
中
心
に
、

学
部
生
・
大
学
院
生
ら
約
20

名
が
発
掘
作
業
に
あ
た
り
ま

し
た
。

調査進む平
ひ ら ば る

原古墳群
阿 蘇 の 古 墳 時 代 解 明 に 期 待

　
古
墳
の
墳
丘
構
造
や
埋
葬

施
設
の
構
造
な
ど
を
解
明
す

る
た
め
に
、
昨
年
の
発
掘
範

囲
を
一
部
拡
張
し
、
古
墳
の

表
面
を
覆
う
葺ふ
き
い
し石
の
出
土
状

況
の
測
量
や
記
録
写
真
撮
影

な
ど
を
実
施
。
８
月
30
日
に

行
っ
た
説
明
会
で
は
、
地
域

住
民
ら
の
質
問
も
相
次
ぎ
、

調
査
へ
の
興
味
・
関
心
の
高

さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
研
究
室
で
は
来
年
も
平

原
古
墳
群
で
の
調
査
を
継
続

し
て
い
く
予
定
で
す
。

説明会で熱心に話を聞く地域住民たち

　
７
月
10
日
に
愛
知
県
で
行

わ
れ
た
第
50
回
献
血
運
動
推

進
全
国
大
会
で
、
熊
本
シ
ー

ル
工
業
株
式
会
社
（
大
宅
健

司
代
表
取
締
役
）
に
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

８
月
21
日
、
市
役
所
で
市
献

血
推
進
協
議
会
会
長
の
佐
藤

市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
社
は
、
平
成
３
年
以
降

20
年
以
上
に
わ
た
り
、
採
血

車
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
会

社
を
挙
げ
て
献
血
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

表彰状を受け取る大宅代表取締役

献血の推進に尽力
熊 本 シ ー ル 工 業 が 献 血 表 彰

広
告
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古
城
小
学
校
６

年
生
17
人
が
９
月

21
日
、
卒
業
記
念

に
ス
ギ
材
を
使
っ

た
木
製
ベ
ン
チ
３

台
を
保
護
者
と
と

も
に
製
作
し
ま
し

た
。

　
市
や
県
の
森
林
・

林
業
関
係
団
体
で

つ
く
る
阿
蘇
地
域

木
材
需
要
拡
大
対

策
協
議
会
が
木
材

を
提
供
。
同
職
員
が
釘
打
ち
や
組
み
立

て
方
を
指
導
し
、
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
１
時
間
ほ
ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
は
「
木
材
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
子
ど
も
と
楽
し
く

卒業記念に親子でベンチ製作
古城小児童 木工教室の一環

力
を
合
せ
て
ベ
ン
チ
製
作
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

製
作
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
、
完
成
し
た
ベ
ン
チ
に
満
足
し
た
よ

う
す
で
し
た
。
ベ
ン
チ
は
、
子
ど
も
た

ち
が
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
描
い
て
、
学
校

の
屋
外
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　内牧小学校では 8月 22日、
阿蘇地域木材需要拡大対策協
議会による児童を対象にした
草原学習会が開かれました。
　阿蘇の草原の成り立ちや大
切さ、世界農業遺産の概要を
同協議会職員が説明。児童た
ちは「ずっと受け継がれてい
た阿蘇の草原を、みんなで大
切にしていきたい」と理解を
深めました。

「阿蘇の草原はすごい！」
内牧小で学習会

木材需要拡大対策協議会の取り組み

　
長
年
監
査
委
員
を
務
め
、
都
市
監
査
委
員
制

度
の
運
営
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
阿
蘇
市

監
査
委
員
を
務
め
る
佐
伯
和
弘
氏
が
８
月
28

日
、
全
国
都
市
監
査
委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
伯
氏
は
、
町
村
合
併
直
後
の
平
成
17
年
４

月
か
ら
阿
蘇
市
監
査
委
員
を
務
め
、
以
来
、
現

在
に
至
る
ま
で
市
の
会
計
や
事
業
に
関
し
適
切

な
監
査
を
行
い
、
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
監
査
委
員
は
市
が
支
出
す
る
補
助
金
や
各
種

事
業
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
監
査

す
る
重
要
な
役
職
で
、
現
在
、
２
名
体
制
で
監

査
さ
れ
て
い
ま
す
。

都市監査委員制度運営に功績
市 監 査 委 員 佐 伯 和 弘 氏 に 表 彰

佐
藤
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
佐
伯
氏
（
右
）
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海
外
の
芸
術
家
を
招

い
て
、
芸
術
作
品
の
創

作
と
発
表
を
通
じ
阿
蘇

を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
８
月
26
日
か
ら
市

を
含
む
阿
蘇
地
域
５
市

町
村
に
７
人
の
芸
術
家

が
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
市
に
は
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
３
人
の
女

性
が
内
牧
に
滞
在
し
活

動
。
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意

外国人芸術家招き阿蘇を世界に発信
海外アーティスト事業

●アーティスト紹介（写真左から）
▶ アラベラ・マリーナグさん（イギリス出身、彫刻・環境アート）
▶ カタリナ・シャゼツカさん（ポーランド出身、インターメディア・絵画）
▶ ナナ・ヘイムーコンさん（ドイツ出身、インスタレーション・絵画）

と
す
る
彫
刻
や
絵
画
な

ど
、
阿
蘇
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
の
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

70
日
間
の
滞
在
中

に
、
小
・
中
・
高
校
の

課
外
事
業
や
地
域
住
民

と
の
交
流
、
作
品
展
示

会
な
ど
を
行
う
予
定

で
、
制
作
さ
れ
た
作
品

を
通
じ
て
、
今
後
、
阿

蘇
の
さ
ら
な
る
魅
力
発

信
に
繋
げ
ま
す
。

　
阿
蘇
ヒ
ュ
ー
マ
ン
21
文
化
祭
が
８
月
23

日
、旧
役
犬
原
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、

地
域
住
民
な
ど
３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
催
し
は
、
地
域
交
流
の
促
進
を
図

り
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
日
本
舞

踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
習
字

作
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
８
月
に
広
島
市
で
発

生
し
た
豪
雨
災
害
被
災
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
義
援
金
を
募
り
後
日
、
市
を
通
じ
て

寄
付
し
ま
し
た
。

人権意識の向上目指して
阿蘇ヒューマン 21 文化祭

　
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
に
合
わ

せ
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
８
月
21

日
、
各
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
旧
役
犬
原
小
で
開
か
れ
た
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
県
内
外
か
ら
46
チ
ー
ム
、

２
５
０
人
が
参
加
し
、
地
域
間
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
蘇
い

こ
い
の
村
で
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
が
開
か

れ
、
炎
天
下
の
も

と
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

スポーツ競技いきいきと
大阿蘇火の山旗スポーツ競技

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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広
告

　
波
野
中
学
校
で
８
月
17
日
、
進
路
学
習
を

通
し
て
夢
を
持
つ
き
っ
か
け
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
同
校
出
身
の
井
上
征
子
さ
ん
（
大

阪
府
在
住
）に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
中
学
２
年
ま
で
在
学
し
、

そ
の
後
、
神
戸
市
で
過
ご
し
現
在
は
美
容
店

を
経
営
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

協
会
の
副
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
す
る
な
ど
数
々
の

功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
実
演
が
行
わ
れ
た
後
の

講
演
で
は
、
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
や
人
と

し
て
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
「
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
の
で

き
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
生
徒
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

地域の力を学校教育に。

学校支援ボランティア事業

波 野 中 学 校

「ふるさと学習」～先輩の話を聞こう～

City Topics ま ち の 話 題

　
跡
ヶ
瀬
地
区

で
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い

る
「
野
菊
の

会
（
上
島
博
喜

代
表
、
６
人
）」

が
８
月
19
日
、

長
年
に
わ
た
り

県
道
沿
い
の
美

化
活
動
に
尽
力

し
た
と
し
て
、

県
阿
蘇
地
域
振

興
局
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
会
は
、平
成
17
年
８
月
に
県
と
の
間
に
ロ
ー
ド・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
を
締
結
。
河
陰
阿

蘇
線
沿
い
約
３
０
０
㍍
で
清
掃
や
除
草
、
植
栽
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
上
島
会
長
は
「
道
行
く
人
た
ち
に
花
々
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

長年にわたり美化活動に尽力
「野菊の会」が県振興局から表彰

全国大会出場
おめでとう！

●�長崎がんばらんば国体 女子サッカー
　（長崎県、10月 17日～）
島田優依菜
（大津高 1年、阿蘇中出身）

●第 62 回全日本吹奏楽コンクール
　（愛知県、10月 26日）

青栁祐香
（玉名女子高３年、一の宮中出身）
青栁美紅（同１年、同）

●第 17 回全日本小学生女子相撲大会
　（鳥取県、10月 26日）

髙宮千聖（内牧小５年）

講演のようす

（敬称略）
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
で
は
市
政
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る

よ
う
、市
長
を
は
じ
め
教
育
長
、副
市
長
、

各
部
長
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
直
接
お
会
い
し
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
説
明
と
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
報
告
会
は
、
市
の
施
策
へ
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
市
政
へ
の
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
こ
と
し
も
下
記
の
日
程

で
、
市
内
11
ヶ
所
で
開
催
し
ま
す
。

開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
「
市
政
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す

●
総
務
課�

秘
書
広
報
係　
☎
２
２
‐
３
１
１
１

市

●会場・日程

広
告

ことしの主な市政報告内容

市長が全ての会場に出席し、説明します。
また、市民の皆さまからのご意見をお受け
し、市政に反映させていきたいと考えてい
ますので、ぜひご参加いただきますようお
願いします。

❶財政状況（社会保障費の内容含む）
❷災害復旧事業経過など
❸阿蘇医療センターについて
❹観光振興事業
❺学校規模適正化計画・世界文化遺産事業の進捗
❻市政誕生 10年間の主な取り組み

開催地区 期　　日 会　　　場

波野地区 １０月１７日�㊎ 波野保健福祉センター

山田地区 １０月２０日�㊊ 山田小学校体育館

乙姫地区 １０月２１日�㊋ 旧乙姫小学校体育館

尾ヶ石東部校区 １０月２２日�㊌� 尾ヶ石東部小学校体育館

黒川・役犬原地区 １０月２３日�㊍ 阿蘇小学校体育館

内牧校区 １０月２７日�㊊ 農村環境改善センター

古城地区 １０月２８日�㊋ 古城公民館

中通地区 １０月２９日�㊌ 中通公民館

坂梨地区 １０月３０日�㊍ 坂梨公民館

宮地地区 １０月３１日�㊎ 就業改善センター

阿蘇西校区 １１月　４日�㊋ 阿蘇西小学校体育館

＜時間＞午後７時～９時まで

※どの会場にお越しいただいても構いません。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
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狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録
を
忘
れ
ず
に
。

11
月
１
日
・
２
日
に
巡
回
し
ま
す
！

●
市
民
課�

生
活
衛
生
係　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

　
犬
病
予
防
注
射
の
巡
回

を
下
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

哺
乳
類
に
感
染
す
る
病
気
で
あ

り
、
国
内
で
の
発
症
及
び
ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
毎
年
の
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
ま
だ
注
射
を
受
け

て
い
な
い
生
後
91
日
以
上
の
犬

に
つ
い
て
は
、
必
ず
受
け
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
が
未
登
録
の
場
合

狂

広
告

は
注
射
会
場
で
登
録
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
犬
の
健
康
に
不
安

が
あ
る
場
合
な
ど
、
注
射
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※�

春
の
注
射
巡
回
な
ど
で
、
こ

と
し
す
で
に
接
種
し
て
い
る

場
合
は
、
今
回
の
注
射
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

犬
の
死
亡
、
譲
渡
な
ど
に
よ

り
登
録
犬
を
飼
育
し
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
市
民
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登録料 ３，０００円

注射代 ２，６００円

注射済票代 ５００円

●�各種料金（１頭当たり）

例未登録の犬の注射の場合
登録料＋注射代＋済票代＝ 6,100 円

例登録済の犬の注射の場合
注射代＋済票代＝ 3,100 円

日時 場所

11
月
１
日
土

午前
　９：００ ～ 　９：３０ 波野支所駐車場
　９：４０ ～ １０：００ すずらん公園休憩所駐車場
１０：３０ ～ １１：００ 坂梨公民館駐車場
１１：２０ ～ １１：５０ 就業改善センター駐車場

午後
１３：２０ ～ １３：５０ 市役所本庁駐車場
１４：００ ～ １４：２０ ＪＡ阿蘇旧古城支所駐車場
１４：３０ ～ １４：５０ 中通公民館駐車場
１５：００ ～ １５：２０ 役犬原コミュニティーセンター駐車場

11
月
２
日
日

午前
　９：００ ～ １０：００ 内牧支所駐車場
１０：２０ ～ １０：５０ JＡ阿蘇旧尾ヶ石支所駐車場
１１：１０ ～ １１：５０ 未来館駐車場

午後
１３：３０ ～ １４：００ 乙姫公民館駐車場
１４：２０ ～ １４：５０ 阿蘇小学校体育館前駐車場
１５：１０ ～ １５：３０ ＪＡ阿蘇水田農業推進協議会前駐車場（山田）

●�日程表

※近所以外の巡回場所でも予防注射を受けることができます。
※�本年度の注射巡回は今回で最後となります。巡回日に注射できない場合は、獣医師に直接依頼し必ず
注射を受け、注射後に、市役所で注射代及び注射済票代を納めていただきます。

犬飼育マナー

●放し飼い厳禁！
●散歩中のフンは必ず持ち帰る！
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広
告

　

ま
た
、
火
山

ガ
ス
に
よ
る
強

い
臭
い
や
刺
激

を
感
じ
た
ら
、

外
出
を
避
け
る

か
、
外
に
出
る
と
き
は
ハ
ン
カ
チ

な
ど
を
濡
ら
し
て
口
に
当
て
る
な

ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。特
に
喘
息・

気
管
支
炎
・
心
臓
に
疾
患
の
あ
る

方
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

阿
蘇
火
山
防
災
会
議
協
議
会

（
総
務
課
内
）

☎
２
２
‐
３
１
１
１

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の

受
付
は
今
月
末
に
終
了

　
市
で
は
、
10
月
31
日
ま
で
給
付

金
の
受
け
付
け
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
に
は
、
事
前
に
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
給
付
金
に
関
す
る
内
容

は
、
広
報
あ
そ
６
月
号
又
は
阿
蘇

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
臨
時
福
祉
給
付
金
等
対
策
室

（
☎
２
２
‐
３
１
１
４
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
場
所　
市
役
所
北
側
別
館

臨
時
福
祉
給
付
金
等
対
策
室

● 

受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土
日
祝
祭
日
除
く
）

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
を
し
た
と
き
は
、
契
約
後
に

権
利
取
得
者
（
買
主
）
が
届
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

届
出
の
必
要
な
取
引　
売
買
、

交
換
、売
買
予
約
、譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
な
ど

●
届
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

▼
都
市
計
画
区
域
内

　
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上

▼
都
市
計
画
区
域
外

　
１
万
平
方
㍍
以
上

● 

届
出
期
限　
契
約
（
予
約
を
含

む
）
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

（
締
結
日
を
含
む
）

● 

届
出
窓
口　
土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担

当
課

問
市
役
所
住
環
境
課

☎
２
２
‐
３
１
６
９

問�

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・
文

化
振
興
局
地
域
振
興
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
８
１

火
山
ガ
ス
・
降
灰
に

ご
注
意
を
！

　
阿
蘇
中
岳
か
ら
は
、
火
山
活
動

に
関
係
な
く
、常
時
火
山
ガ
ス（
Ｓ

Ｏ
２
）
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
風
向
・
風
速
・
天
候
な
ど
気
象

条
件
に
よ
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

は
火
山
ガ
ス
、
ま
た
火
山
活
動
が

活
発
に
な
れ
ば
火
山
灰
が
流
れ
て

く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
作
物
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
象
情

報
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
付
着

防
止
や
洗
い
流
す
な
ど
の
被
害
防

止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
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「お知らせ端末」使用のお願い

　お知らせ端末は、行政情報や防災情報などの周
知などを目的とした市からの貸与品になります。
　また、お知らせ端末やＯＮＵが故障した原因が
使用者にある場合は、修理代をご負担していただ
く場合がありますので、大切にお取扱いください。

お知らせ端末の電源はＯＮに

　お知らせ端末は、防災情報や火災などの緊急情
報を発信していますので、お知らせ端末とＯＮＵ
は常時電源を入れておいてください。

お知らせ端末の返却のお願い

　阿蘇市外に転出する場合やお知らせ端末を使用
しなくなった場合は、ＯＮＵとともに阿蘇市へ返
却していただきます。なお、返却の際は職員が撤
去に伺いますので、市役所情報管理室または各支
所にご連絡ください。

お知らせ端末の掃除は定期的に

　お知らせ端末、ＯＮＵは精密機械です。乾いた
布などで、定期的に掃除をお願いします。

▲お知らせ端末（左）とONU（右）

問市役所総務課 情報管理室 ☎ 22-3253
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県
民
総
参
加
型
の
地
震
対

応
訓
練
（
３
つ
の
安
全
行

動
を
〝
そ
の
場
〟
で
実
施
）

　
県
で
は
、
県
民
総
参
加
型
の
地

震
対
応
訓
練
「
熊
本
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
」
を
行
い
ま
す
。

　
阿
蘇
市
で
も
、
防
災
行
政
無
線

や
お
知
ら
せ
端
末
で
地
震
発
生
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
放

送
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で

①
姿
勢
を
低
く
す
る

②
頭
や
身
体
を
守
る

③
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
待
つ

と
い
う
訓
練
行
動
を
１
分
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
と
き　
11
月
５
日
水

　
午
前
10
時
～

問
市
役
所
総
務
課

☎
２
２
‐
３
１
１
１

問
熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
８
１
１

休
眠
会
社
・
休
眠
一
般
法
人

の
整
理
作
業
を
行
い
ま
す

　
法
務
局
で
は
、
来
年
１
月
19
日

ま
で
に
役
員
変
更
な
ど
の
登
記
を

し
な
い
次
に
該
当
す
る
会
社
及
び

法
人
に
対
し
て
「
解
散
の
登
記
」

を
行
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
会
社
及
び
法
人
は
、

当
該
日
ま
で
に
「
事
業
を
廃
止
し

て
い
な
い
」
旨
の
届
出
ま
た
は
役

阿蘇市議会議員
一般選挙の日程が決まりました

　平成２７年２月１０日任期満了に伴
い執行される阿蘇市議会議員一般選挙
は、平成２７年１月１８日日に選挙を
告示し、同年１月２５日日に投開票を
行います。

●市議選のスケジュール
▶平成 27 年１月１８日日
　・選挙の告示
　・立候補受付
▶平成 27 年１月 25 日日
　・投票
　・開票

　市民の皆さまに選挙への関心を持っ
ていただき、大切な一票を行使してい
ただくため、広報１月号まで、毎号市
議会議員選挙に関する記事を掲載する
予定です。
　選挙に関してご不明な点は、選挙管
理委員会事務局（☎ 22-3239）へお
尋ねください。

員
変
更
な
ど
の
登
記
を
申
請
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象

▼�

最
後
の
登
記
か
ら
12
年
を
経
過

し
て
い
る
株
式
会
社

▼�

最
後
の
登
記
か
ら
５
年
を
経
過
し

て
い
る
一
般
社
団
・
財
団
法
人

問�

熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
２
１
９

行
政
相
談
週
間

　
10
月
20
日
月
か
ら
10
月
26
日
日

ま
で
、「
行
政
相
談
週
間
」
が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
評
価
事

務
所
（
☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐

１
６
６
２
）
ま
た
は
左
記
の
行
政

相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
へ
の
電
話
相
談

な
ど
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
小
野
眞
由
美
（
阿
蘇
地
区
）

　
☎
３
２
‐
２
８
１
２

▼
塚
本
武
敏
（
一
の
宮
地
区
）

　
☎
２
２
‐
１
４
３
７

▼
佐
藤
義
勝
（
波
野
地
区
）

　
☎
２
４
‐
２
２
１
９

　
総
合
行
政
相
談
所
も

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
毎
月
４
回
、開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
日
程　
毎
月
第
１
～
４
水
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日

● 

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

／
午
後
１
時
30
分
～
４
時

● 

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流

会
館
『
パ
レ
ア
』

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
１
６
６
２

相

談

無
料
調
停
相
談
会

　
多
重
債
務
、
損
害
賠
償
、
土
地

の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
、
慰
謝

料
、
相
続
な
ど
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
に
、
調
停
手
続
き
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
４
日
火

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

● 

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア�

９
階
会
議
室
１（
熊

本
市
）

●
費
用　
無
料

※�

事
前
予
約
不
要
（
当
日
会
場
に

て
先
着
順
に
受
付
。）

問
熊
本
県
調
停
協
会
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
６
１
２
１

あ
そ
若
者
就
労
相
談
会

　
就
職
や
進
路
の
悩
み
、
履
歴
書

の
書
き
方
な
ど
就
労
に
関
す
る
相

談
を
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

● 

と
き　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
は

開
催
し
ま
せ
ん
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

●
対
象　
お
お
む
ね
15
歳
～
39
歳

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
７
４
‐
０
０
０
７



暮 ら し の 情 報

282014.10 広報あそ 

阿
蘇
市
こ
ど
も
芸
術
祭

　

阿
蘇
市
内

の
子
ど
も
た

ち
が
郷
土
芸

能
や
演
奏
な

ど
、
日
頃
の

練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま

す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
阿
蘇

市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
志
賀
総
学

さ
ん
を
お
迎
え
し
演
奏
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
昼
に
は
阿
蘇
市

の
子
ど
も
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
（
食

事
）
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
の
で
皆
さ
ま
の
ご
来

場
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
８
日
土　

　
　
　
　
９
時
開
会

※�
８
時
30
分
か
ら
「
阿
蘇
市
ご
み

を
減
ら
す
絵
画
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
」
表
彰
式

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館（
内
牧
）

● 

内
容　
鼓
笛
、
虎
舞
、
牛
舞
、

神
楽
、
合
唱
、
演
劇
、
太
鼓
、

吹
奏
楽
な
ど

問
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
係

☎
２
２
‐
３
２
２
９

生
涯
現
役
無
料
個
別
相
談
会

　
再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画
し

た
い
な
ど
、
生
涯
現
役
を
め
ざ
す

55
歳
以
上
の
皆
さ
ま
の
お
悩
み
に

１
対
１
で
お
応
え
し
ま
す
。

●
と
き　
毎
月
第
３
水
曜
日　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

�

10
月
15
日
・
11
月
19
日
・
12
月

17
日
・
１
月
21
日
・
２
月
18
日
・

３
月
18
日

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

　
２
階
会
議
室

●
対
象　
55
歳
以
上
の
人

問
総
合
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
２
２
３
‐
５
７
２
６

児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉

週
間
」
と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種

行
事
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
の

児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、
そ
の

象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
こ
ど
も
未
来
財
団
」
で
検
索
）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
10
月
20
日
月
ま
で

問
（
一
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団

☎
０
３
‐
５
５
１
０
‐
１
８
３
３

第
２
回
世
界
農
業
遺
産

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
農
産
品
や
加
工
食
品
な
ど
の
新

し
い
商
品
開
発
等
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
や
、
世

界
農
業
遺
産
を
テ
ー
マ
に
地
域
活

性
化
や
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
が

あ
る
方
に
発
表
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
賞
金

30
万
円
を
授
与
！
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
11
月
10
日
月

※
２
次
締
切
は
12
月
15
月

●
事
前
研
修
・
相
談
会

　
　
　
　
　
　
11
月
14
日
金

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

▼�

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

一
般
の
部
（
19
歳
以
上
）・
青
少
年

の
部（
18
歳
以
下
）を
募
集
し
ま
す
。

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
バ
イ
オ
マ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
事
務
局
）

☎
２
２
‐
１
０
１
３

催

し

阿
蘇
市
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
環
境
省
が
主
唱
す
る
10
月
の
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
推
進
月
間
に
ち
な

み
、
阿
蘇
市
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　
何
気
な
い
日
常
生
活
が
、
少
し

の
心
掛
け
に
よ
り
エ
コ
で
豊
か
な

暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

未
来
館
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
工
程

見
学
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
市
民

課
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
と
き　
10
月
10
日
金

　
午
後
１
時
30
分
～

● 

と
こ
ろ　
大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー
未

来
館　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
会
議
室

●
参
加
費　
無
料

● 

講
師　

中
村
幸
子
氏
（
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
申
込
期
限　
10
月
８
日
水

●
定
員　
１
０
０
名

問
市
役
所
市
民
課�

生
活
衛
生
係

☎
２
２
‐
３
１
３
５

第
９
回
阿
蘇
市
民
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

こ
と
し
は
阿
蘇
市
生
誕
10
周

年
！
豪
華
賞
品
を
用
意
し
左
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
９
日
日

募

集

阿蘇市戦没者追悼式

　先の大戦が終わりを告げてから、早
や６９年の歳月が流れました。この大
戦による戦没者の方々へ追悼の誠を捧
げ、恒久平和の誓いをこめて、平成
２６年度阿蘇市戦没者追悼式を執り行
いますので、ご参列いただきますよう
謹んでご案内申し上げます。
　なお、ご出席の際は献花を一輪ご持
参いただきますようお願い申し上げま

す。

●とき　１０月２３日木　
　　　　午前１０時～
●ところ　阿蘇体育館（内牧）　
問市役所福祉課　☎２２－３１６７
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火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 9 件 3 件  増
林 野 0 件 2 件 2 件  減
車 両 0 件 3 件 ー件  ー
その他 0 件 2 件 2 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 8 件 67 件 ー件  ー
死 者 0 人 1 人  3 人  減
負傷者 10 人 91 人 13 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 27,926 人 8 人 増
男 性 13,160 人 1 人 増
女 性 14,766 人 7 人 増
世 帯 11,284 世

帯 26 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 766.3㌧ 44.3㌧  減
資源ごみ 66.3㌧ 20.7㌧  減
不燃ごみ 9㌧ 1.8㌧  減
1 人当たりの量 962㌘ 56㌘  減

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（8月 31日時点）

（8月期）

（8月期）

（8月期）

　
午
前
８
時
31
分
ス
タ
ー
ト

● 
と
こ
ろ　
阿
蘇
リ
ゾ
ー
ト
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
場

●
参
加
資
格　
阿
蘇
市
居
住
者

● 

料
金　

１
万
５
０
０
円
（
プ

レ
ー
費
（
セ
ル
フ
）、
参
加
料
、

昼
食
代
含
む
）

●
申
込
期
限　
10
月
20
日
月
ま
で

※
先
着
１
４
４
人
（
36
組
）

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
会
事
務
局
（
建
設
課
）

☎
２
２
‐
３
１
８
７

県
立
小
国
支
援
学
校
す
ぎ

の
こ
ま
つ
り

　
第
12
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
児
童
生
徒
た
ち
は
こ

の
日
に
向
け
て
一
生
懸
命
ス
テ
ー

ジ
発
表
の
準
備
を
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
児
童
生
徒
た
ち
の

勇
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、午
前
11
時
10
分
か
ら「
す

ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
」
も
開
催
！
カ

レ
ー
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
な
ど
多
数
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き　
10
月
26
日
日

　
午
前
９
時
30
分
～

● 

と
こ
ろ　
県
立
小
国
支
援
学
校

（
小
国
町
宮
原
２
６
３
５
‐
２
）

問
県
立
小
国
支
援
学
校

☎
４
６
‐
４
３
７
０

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン

タ
ー
講
演
会
・
施
設
公
開

[

講
演
会]

●
と
き　
10
月
24
日
金

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
南
阿
蘇
村
長
陽
体
育

館
（
南
阿
蘇
村
河
陽
３
５
３
５
）

● 

講
演　

　

�

京
都
大
学
教
授
長
田
哲
也
氏
、

同
大
学
准
教
授
柴
田
智
郎
氏

[

施
設
公
開]

●
と
き　
10
月
25
日
土　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

● 

と
こ
ろ　
京
都
大
学
火
山
研
究

セ
ン
タ
ー
本
館
（
南
阿
蘇
村
河

陽
５
２
８
０
）

●
参
加
費　
無
料

● 

内
容　
▼
ポ
ス
タ
ー
展
示
▼
子

ど
も
向
け
実
験
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
▼
大
型
地
震
計
な
ど
の
観

測
機
器
の
展
示
・
デ
モ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

問
京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
７
‐
６
７
‐
０
０
２
２

SO
H
SEK

I

ト
ー
ク
ス

「
熊
本
の
漱
石
」

　
漱
石
の
作
品
や
熊
本
で
の
生
活

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
た

「
熊
本
の
漱
石
」
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
９
日
日

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

　
（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
28-

51
）

●
入
場　
無
料

●
内
容

▼
基
調
講
演
（
講
師：姜
尚
中
氏
）

▼
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

※�

参
加
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問SO
HSEKI

ト
ー
ク
ス
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
１
９
‐
８
０
１
１
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

そ
れ
は
違
う

阿
蘇
中
学
校
１
年

佐
藤　
雛

　
「
あ
の
情
報
は
本
当
な
ん
で
す

か
。
」

と
テ
レ
ビ
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
私
は
は
っ
と
目
を
こ
ら
し
て

見
ま
し
た
。
一
人
の
女
性
が
マ
ス

コ
ミ
に
質
問
を
次
か
ら
次
へ
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
女
性
が
マ
ス
コ

ミ
か
ら
こ
ん
な
に
し
つ
こ
く
質
問

さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
う
こ

と
で
す
。

　
あ
る
日
、
女
性
の
父
親
が
ひ
き

逃
げ
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。
し

か
も
そ
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方

が
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
女
性

の
父
親
は
逃
げ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
は
事
故
の
こ

と
を
初
め
て
聞
か
さ
れ
た
よ
う

で
、
泣
き
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
私
は
、
ど
う
し

て
、
こ
の
女
性
に
し
か
聞
か
な
い

の
だ
ろ
う
。
泣
か
せ
て
ま
で
聞
く

こ
と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
十
分
く
ら
い
ず
っ
と
考
え
て

み
ま
し
た
が
、
答
え
は
浮
か
ん
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
ず
っ

と
考
え
て
一
つ
の
こ
と
を
思
い
つ

き
ま
し
た
。
「
マ
ス
コ
ミ
は
そ
う

す
る
こ
と
が
仕
事
だ
か
ら
し
て
い

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

る
の
だ
。
」
と
思
う
反
面
、
「
そ

れ
は
違
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
女
性
を
泣
か
せ
て
ま
で
取

材
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
、
マ

ス
コ
ミ
に
対
す
る
い
か
り
が
こ
み

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
こ
の

女
性
も
、
急
な
取
材
に
驚
い
て
、

ど
う
し
て
自
分
だ
け
こ
ん
な
目
に

あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
は
父
が
横
に
い
た

の
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
、
こ
の
女
性
の
お
父

さ
ん
た
い
、
な
ん
で
ひ
き
逃
げ

し
た
ん
だ
ろ
う
か
。
逃(

に)

げ
ん

か
っ
た
ら
少
し
は
罪
が
軽
く
な
っ

た
の
に
ね
。
」

と
聞
く
と
父
は
、

「
確
か
に
な
、
で
も
マ
ス
コ
ミ
も

マ
ス
コ
ミ
だ
な
。
」

と
、
考
え
こ
む
よ
う
に
言
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
か
ら
、
父
の
考
え

も
私
と
同
じ
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に

対
し
て
批
判
的
に
見
て
い
る
部
分

が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
た
ち
ま
し

た
。
す
る
と
テ
レ
ビ
に
あ
の
女
性

の
父
親
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
時
、
私
と
父
が
会
話
し
た
通

り
、
罪
が
と
て
も
重
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
、
女
性
の
父
親
は
、
や
は
り
逃

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

げ
ず
に
そ
の
場
で
対
応
す
る
べ
き

だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
マ
ス
コ
ミ
に
対

し
て
、
事
実
だ
け
で
な
く
、
事
実

で
は
な
い
こ
と
も
、
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
た
め
に
報
道
し
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

回
こ
の
女
性
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
マ
ス
コ
ミ

が
真
実
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
、
取

材
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
も
し
っ
か

り
考
え
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

私
は
マ
ス
コ
ミ
が
「
い
け
な

い
」
「
悪
い
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
人
々
の
真
実
を
伝
え
ら
れ

る
、
そ
ん
な
マ
ス
コ
ミ
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
こ
れ
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
興
味
深
く
見
て
い
き

た
い
で
す
。
こ
の
事
件
は
こ
う
し

て
い
く
べ
き
だ
と
か
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
こ
れ
を
見
た
人

は
う
れ
し
く
な
る
だ
ろ
う
な
ど
、

マ
ス
コ
ミ
と
意
見
を
言
い
合
う
つ

も
り
で
自
分
の
意
見
を
持
っ
て

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
文
は
、
校
内
人
権
作

文
を
一
年
生
全
体
に
呼
び
か
け

た
と
き
に
書
い
て
き
た
も
の
で

す
。
こ
の
作
文
を
作
成
す
る
前

に
、国
語
の
授
業
で
は「
ち
ょ
っ

と
立
ち
止
ま
っ
て
」
と
い
う
説

明
的
文
章
の
学
習
を
し
ま
し

た
。
そ
の
学
習
の
中
で
、「
普

段
何
気
な
く
見
て
い
る
も
の
で

も
、
見
方
を
変
え
る
と
違
っ
て

見
え
る
。」
と
い
う
内
容
を
読

み
取
り
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
作
文
に
は
、
雛
さ

ん
が
普
段
見
て
い
た
「
報
道
」

に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
立
ち
止

ま
っ
て
書
い
た
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
作
文
を
読
ん
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
サ
ン
・
テ
ク

ジ
ュ
ベ
リ
が
『
星
の
王
子
様
』

で
書
い
た「
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、

も
の
ご
と
は
よ
く
見
え
な
い
。

か
ん
じ
ん
な
こ
と
は
、
目
に
見

え
な
い
ん
だ
よ
。」
と
い
う
王

子
様
の
セ
リ
フ
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
現
在
の
世
の
中
に
は
、

た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
中

だ
け
の
話
で
は
な
く
、
身
の
回

り
に
も
た
く
さ
ん
の
噂
話
や
偏

見
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
雛
さ
ん
の
作
文
を
読

み
、
流
れ
て
く
る
情
報
を
た
だ

鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
の
「
心
」
で
受
け
止

め
、
考
え
、
返
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
ん
な
「
心
」
を
私

も
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。



阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.31

31 広報あそ 2014.10
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 11回 山 田 小 学 校

　
山
田
小
学
校
応
援
団　

　
本
校
は
、
創
立
以
来
１
４
０
年

の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
学
校
で
す
。

現
在
も
、
学
校
に
惜
し
み
な
い
支

援
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
応
援
団
で

す
。
草
刈
り
、
花
植
え
、
読
み
聞

か
せ
な
ど
多
く
の
方
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
虎
舞
の
指
導
や
交
通

安
全
の
指
導
な
ど
、
ま
さ
に
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
応
援
が
あ
っ
て
の

山
田
小
学
校
で
す
。

　
山
田
小
学
校
５
つ
の
宝

　
山
田
小
に
は
子
ど
も
た
ち
に
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
「
山
田
小
５
つ

の
宝
」
が
あ
り
ま
す
。「
一
度
止

ま
っ
て
挨
拶
」「
ハ
イ
と
素
直
な

返
事
」「
無
言
掃
除
」「
き
れ
い
に

並
ん
だ
ス
リ
ッ
パ
」「
目
と
へ
そ

を
向
け
て
人
の
話
を
聞
く
」
を
自

分
の
宝
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
挨
拶
で
は
、
毎
朝
、

職
員
室
に
全
員
が
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
の
挨
拶
を
し
に
来

ま
す
。
ま
た
、児
童
会
で
は
、朝
、

児
童
玄
関
の
と
こ
ろ
で
挨
拶
運
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
土
曜
授
業
日

　
土
曜
授
業
は
、
全
て
学
校
公
開

日
と
し
て
い
ま
す
。
１
学
期
に
は

保
護
者
と
一
緒
に
親
子
プ
ー
ル
掃

除
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
別
の
授
業
参
観
の
日
に

は
全
学
年
で
道
徳
の
授
業
で
は
、

所在地／阿蘇市小野田 567番地 2
児童数／ 43人　　創立／明治 7年　
学校長／松嵜　文子　　教頭／佐藤　伸二

や
る
気
と
笑
顔
と
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校

４・
５
年
生
で｢

熊
本
の
心
」
を

使
っ
た
授
業
を
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
も
児
童
の
考
え
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
と
し
て
、
ケ
イ
タ
イ

安
全
教
室
や
心
肺
蘇
生
法
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
豊
か
な
体
験
活
動

　
全
校
児
童
で
米
づ
く
り
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
の
農（
み

の
り
）
委
員
会
の
協
力
で
、
田
植

え
を
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
夏

に
雨
が
多
か
っ
た
の
で
米
の
発
育

が
少
し
遅
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
稲
刈
り
を
し
て
、
11
月
に
は

●School Profile

土
曜
授
業
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の

餅
つ
き
大
会
を
す
る
予
定
で
す
。

　
伝
統
芸
術
体
験
で
は
、
小
倉
地

区
の
虎
舞
を
地
域
の
方
に
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
夏
休
み
か

ら
練
習
を
重
ね
、
学
習
発
表
会
や

子
ど
も
芸
術
祭
で
発
表
し
ま
す
。

  

花
植
え
活
動
は
、
全
校
児
童
の

縦
割
り
班
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
学
年
の
児
童
が
１
年
生
に
植
え

方
を
教
え
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
、
楽
し
い
ふ
れ
合
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
か

ら
花
苗
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。　

土曜授業のようす

毎朝欠かさず行う挨拶運動

全校児童で取り組む花植え運動



波 野 支 部
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お元気ですか？食生活改善推進員協議会

改

　月23 日、24 日、25 日の 3 日間、夏休
みを利用して波野中学校3年生 13名と「ヘ

ルスサポーター養成事業」を開催しました。
　この教室は子どもたちが将来、社会に出てか
ら、健康な体づくりに必要な食品の選択、調理技
術、地産地消、経済性を考えて自立した食生活が
できる力を養い、各家庭の健康づくりのリーダー
になってもらうことを目的に開催しています。
　１日目は、調理の基礎技術の習得で、魚をさば
いて焼き魚にしました。２日目は、生徒が自分で
調理した弁当を披露し、食改会員から栄養面につ
いてのアドバイスをしました。また、食改会員や
市の栄養士とともに、グループで献立を作成。献
立の材料を揃えるために買物に行き、計画した費
用の中でやりくりする大変さを学んだようです。
３日目は、自分たちで作成した献立を調理しまし

た。各グルー
プともに、ア
イディアに富
んだ学生ら
しい献立で、
家庭で栽培し
た野菜もふん
だんに使いま
した。味はS・
O・S[ 砂糖・脂肪・塩 ] に
注意した分量で調理しており、ぬきうちで行った
味噌汁の塩分測定では全て合格。ここにも食改の
活動の成果が出ており、この教室での学習が無駄
ではなかったとホッとしました。
　今後も、中学校の先生方のご協力をいただきな
がら継続していきたいと思います。

（波野支部長　岩下イツ子）

波野中学校で
「ヘルスサポーター養成事業」を開催！

陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験

高等工科学校とは、将来、陸上自衛隊において高機能化・シス
テム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会にお
いても自信をもって対応できる自衛官となる者を養成するため
に、中学校卒業予定者等を対象に採用する制度です。

募集人員 資格 受付期間 試験期日 試験種目 待遇等

推
薦

約 60名
（予定）

中卒 (見込
含む )17 歳
未満

※推薦につ
いては、中
学校長等の
推薦等が別
途必要で
す。

11月 1日㊏
～

12月 5日㊎

1月 10日㊏～
1月 12日㊊

までの指定する 1日
※試験場：神奈川県

口述試験・筆記試験
（作文含む）・身体検査 ※生徒手当

月額 94,900 円

※期末手当
2回（6月・12月）

※週休２日制、祝日・
年末年始休暇等

一
般

約 260 名
（予定）

１１月１日㊏
～

１月９日㊎

（1次試験）
1月 24日㊏
試験場：阿蘇市
（阿蘇地域振興局）

国・社・数・理・英
（択一式）・作文（500

字程度）

（2次試験）
2月 5日㊍～
2月 8日㊐

までの指定する 1日

（1次合格者）
口述試験・身体検査

※身分は特別職国家公務員（生徒）になりますので、自衛官ではありません。

＜問い合わせ＞自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５

７



阿蘇地区　東コース
１０月８日水・１１月１２日水

西役犬原公民館　　　　　
　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
１０月１０日金・１１月１４日金

赤水駅前　　　　　　　　
　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　14:20 ～ 14:40

一の宮地区・波野地区
１０月１７日金・１１月１８日火

波野保健福祉センター　　
　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　14:20 ～ 14:50
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Library�Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

※�

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

オ ス ス メ 図 書 新 刊 案 内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させる
おすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案内します。

　ご存知！半沢直樹シリーズの最新刊。ドラマ放送中か
ら原作の面白さに注目が集まりましたが、今作も期待を
裏切りません！
　経営再建中の帝国航空を任された半沢は、500億円も
の債権放棄を求める再生タスクフォースと激突する。政
治家との対立、立ちはだかる宿敵…半沢に勝ち目は？倍
返しとなるのか？半沢直樹シリーズ『ロスジェネの逆襲』
に続く第4弾堂々登場！！

銀翼のイカロス ▷池井戸　潤著

おはなしアップルのおはなし会
　土曜の午後は、図書館でおはな
しの世界に浸ってみませんか？おは
なし会は参加無料です。
●とき　10 月 18 日土　午後２時～
●ところ　阿蘇図書館

　
う
ち
ど
く
の
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
う
ち
ど

く
推
進
シ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。

　
う
ち
ど
く
推
進
シ
ー
ル
は
、
図
書
館
や
学
校
図
書

室
で
う
ち
ど
く
に
お
す
す
め
の
本
に
貼
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
う
ち
ど
く
に
ト
ラ
イ
し
て
、
家
族
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問阿蘇図書館　�☎ 32-0067 ／一の宮図書館�☎ 22-2916
ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！
【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

う
ち
ど
く
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
あ
そ
ぶ
っ
く
ま
」
の
シ
ー
ル
を

作
成
し
ま
し
た

▲うちどく推奨の絵本

（9月号訂正）うみの１００かいだてのいえ�著者　誤：藤田宜永　正：いわいとしお

「画・伸國由佳理」
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九重町
九重町は高原と温泉と大吊橋の町で
す。やまなみハイウェイ沿線に代表さ
れる、飯田高原とくじゅう連山の壮大
な景観は多くの観光客を魅了します。
また、周辺に点在する温泉も魅力の一
つ。九重 “夢 ” 温泉郷といわれるほど
泉質や趣もさまざまで、まだまだ知ら
れていない名湯もたくさん。四季折々
の自然を満喫できる、九重 “夢 ” 大吊
橋はオープン以来たくさんの観光客で
賑わっています。

50やまなみハイウェイ開通　　　周年記念特集リレーコラム

イ ベ ン ト 情 報 Event Information

九重 “夢 ”大吊橋紅葉フェスタ
　●とき　10 月 18 日（土）～ 19 日（日）
　 豊後大友宗麟鉄砲隊の火縄銃演舞をはじめ、様々

なステージイベントが目白押しです。他にもジャ
ンケン大会やバザーなど、親子で楽しめる催しが
たくさんあります。

第２０回九重ふるさと祭り
　●とき　10 月 25 日（土）～ 26 日（日）
　 収穫祭を兼ねて、郷土の芸能や文化など盛り沢山

の内容です。ステージショーや特産品コーナー特
設などのイベントも開催されます。

九州芸術の杜　秋の芸術祭２０１４
　●とき　11 月 8 日（土）～ 9 日（日）
　 スペシャルゲストに俳優であり水彩画家の榎木孝

明、洋画家工藤和男を迎え九州芸術の杜「秋の芸
術祭」を開催します。サイン会やトークショー、
音楽イベントや体験コーナー等あり入場料のみで
終日楽しめます。紅葉の飯田高原の秋祭りにみん
なで遊びにいきましょう。

第３回 ～ 日 本 一 の 田 舎 づ く り を 目 指 し て ～　 九 重 町

筋湯温泉
「筋湯」という名の由来は、白壁造りでどっし
りと建てられた共同浴場「うたせ大浴場」の
湯にあります。２㍍の高さから湯が落ちる「日
本一のうたせ湯」の異名を遂げ “ 筋肉をほぐ
す湯 ” として、肩こりなどの筋の凝りなど「筋
の病に効く」ということから「筋湯」と呼ば
れるようになりました。

九重 "夢 " 大吊橋
長さ３９０㍍、高さ１７３㍍、幅１．５㍍の日本一
の人道大吊橋。橋の上からは、「日本の滝百選」に
選ばれた震動の滝をはじめ、九酔渓、鳴子川渓谷
の雄大な景色が満喫できます。

長者原
九重連山の登山口のひとつであり、阿蘇
くじゅう国立公園の自然を展示し解説す
る環境省長者原ビジターセンターが設け
られ、九重連山のジオラマなどの展示に
よる阿蘇くじゅう国立公園くじゅう地区
の紹介が行われています。また、ラムサー
ル条約登録湿原であるタデ原湿原があり、
約１．３㌔の遊歩道が整備されています。



相　談

●１０月１４日㊋　４ヵ月児健診
●１０月１４日㊋　もうすぐ 1歳健診
●１０月２１日㊋　３歳児健診
●１０月２８日㊋　１歳６ヵ月児健診
●１１月　４日㊋　７～８ヵ月児健診

●１０月１２日㊐　大阿蘇病院　　　☎ 22-2111
●１０月１３日㊊　古閑医院　　　　☎ 22-3000
●１０月１９日㊐　さかなしﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ　☎ 24-6262
●１０月２６日㊐　阿蘇温泉病院　　☎ 32-0881
●１１月　２日㊐　小野主生医院　　☎ 32-0039
●１１月　３日㊊　問端内科　　　　☎ 32-0102
●１１月　９日㊐　市原胃腸科外科　☎ 34-1211

在宅医

健　診

心配ごと相談
●10月 16日㊍・11月 6日㊍　9:30～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 10月 20日㊊・31日㊎　10:00 ～ 15:00�農村環境改善センター
● 10月 10日㊎・27日㊊�　10:00 ～ 15:00�一の宮保健センター
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●10 月 14 日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●10 月 15 日㊌・11月 5日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

障がい者相談（就業・生活）
●10 月 21 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●10 月 16 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局�☎096-293-2272

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１０月１６日㊍　さつま芋ほりに参加しよう
●１０月２２日㊌　芋パーティー
●１０月２９日㊌　プラパンを楽しもう
●１１月　６日㊌　手作りおもちゃで遊ぼう
●１１月１２日㊌　郷土料理クッキング

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１０月１４日㊋　さつま芋ほり
●１０月１６日㊍　体験保育（宮地保育園）
●１０月２１日㊋　小児科医による出前講座
●１０月２３日㊍　ピクニック（アスレチック広場）へ行こう
●１０月２８日㊋　誕生会・計測日
●１０月３０日㊍　ホースセラピー教室（阿蘇きぼうの家）
●１１月　４日㊋　体験保育（古城保育園）
●１１月　６日㊍　親子で簡単クッキング

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１０月１５日㊌　親子触れ合い体操
●１０月１６日㊍　芋ほりピクニック
●１０月２２日㊌　誕生会・おはなし会、体験試食会
●１０月２９日㊌　ハロウィンパーティー
●１０月３０日㊍　ホースセラピー教室（阿蘇きぼうの家）
●１１月　５日㊌　親子ビクス
●１１月１０日㊊　食改委員による料理教室

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

イベント

くらし
カレンダー
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●１０月１０日㊎　阿蘇市エコフォーラム（未来館）
●１０月１７日㊎　市政報告会（市内各所、11月 4日まで）
●１０月１８日㊏　阿蘇青少年交流の家開所 50周年記念式典
●　　　〃　　　　第 14回阿蘇マルシェ（阿蘇体育館駐車場）
●１０月２３日㊍　阿蘇市戦没者追悼式（阿蘇体育館）
●１１月　２日㊐　阿蘇市文化祭（阿蘇体育館、～ 3日）
●１１月　８日㊏　こども芸術祭（阿蘇体育館）
●１１月２２日㊏　全国草原サミットシンポジウム（～24日）
●１１月２８日㊎　阿蘇火山防災訓練（中岳火口周辺）

●１０月３０日㊍　阿蘇地域振興局（9:30 ～ 11:45）
　　　　　　　　　　　阿蘇医療センター（13:30 ～ 16:00）
●１１月　６日㊍　東京応化工業㈱

（10:00 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30）
問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

予約制

要予約

※阿蘇医療センター夜間診療：毎週金曜 19時～ 21時

要予約

要予約
要予約
要予約

要予約

要予約

要予約



材　料（４人分）
●ゴーヤ 中 1 本　●カボチャ 1/4 個
●タマネギ 1/2 個　●ごま油 大さじ 2
●だし汁 300cc　●みりん 大さじ 3
●砂糖 大さじ 3　●しょうゆ 大さじ 3
●小麦粉 大さじ 3　●水 大さじ 4　

作 り 方
❶�ゴーヤは縦半分に切り、スプーンで種やワタをとり、

薄切りにする。カボチャは皮をむき、小さくきる。タ
マネギは薄切りにする。
❷�深めのフライパンにごま油を熱し、タマネギ、ゴーヤ、

カボチャの順に加え炒める。油が回ったら、だし汁を
加え煮る。
❸火が通ったら、アクをとりのぞき、調味料を加える。
❹ひと煮たちしたら、水で溶いた小麦粉を加える。
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市原 菜
な み か

実佳 さん（19歳）　住所:宮地　
コスギリゾート 阿蘇ハイランドゴルフコース 勤務

FRESH  MAN

食生活改善推進員協議会

地

産地消

C ooking!

〔趣味〕野球観戦　
〔好きな言葉〕一期一会
〔好きな男性のタイプ〕
　目が細くて優しい人
〔�阿蘇の好きなところ〕　
　夜景がきれいなところ

Ｑ．仕事の内容　
　�ゴルフの受付
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�常に笑顔

さわやか

フレッシュマン
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地元でとれた野菜には甘みがあります。
カボチャやタマネギの甘みでゴーヤの苦味を消す
ことができます。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

ゴーヤなのにトロッと甘い
ゴ ー ヤ の ど ろ り あ げ

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画


